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）からなることが多い． の生成温度（ ???）は ??よ











かは， 粒子の生成が氷粒子の生成を経ずに，硝酸三水和物（ ）の平衡温度（ ???）
以下の温度で起こる（ ???は ??より - 度高い）というものである．たとえば，























以下，本論文で紹介する は昭和基地（ °， °）に置かれたマイクロパルスラ
イダ （ー以下， ）システムによって観測されたものである． は （ ）
によって開発された，目に安全でメンテナンスフリーの小型ライダーシステムである．本
昭和基地極成層圏雲
研究で用いた は，米国 社が のオリジナルな に基づいて制作し
たものである（ ）． の光源はレーザダイオード励起 レーザで
あり，波長，出力エネルギー，パルス繰り返しはそれぞれ， ， μ ，および
である．受信信号は， から 先までの範囲を の分解能で測定する．
データは高度ごとに 分間積算し保存する．受信望遠鏡の直径は で，受信視野は
である．この は対流圏エアロゾルと雲を観測する目的で 年 月に昭和基
地に設置されたが，成層圏に十分に成長した の が現れた際には，その高度の
観測にも用いることができる（ ）．





－ は 粒子の混合比におおよそ比例する量である． は 月 日に現れ始め，
月 日 ~ （ ＝ ＋ ）にかけて後方散乱の最大値を示した．
図 の は ~ 層の波構造を示しており，後方散乱比の極大は時間とともに降下して
いる． の極大高度間の間隔（ 波状構造の鉛直波長）は - であった． の極
大が，この高度を落下するのに要した時間（すなわち周期）は約 時間であった．
図 は，昭和基地のラジオゾンデ現業観測で得られた 月 日 （ ）の温
度分布である．この温度分布も，高度 - の間に波構造を示している．図 に，水蒸
気混合比を と仮定して得られた ??を示す．図 は， ??と の高度分布を同
時に図示している．これらの図から，気温が ??より 度以上低かったことが分かる．
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図 左図，中央図はそれぞれ昭和基地上空の温度の高度分布，東西風（実線）と南北風（破線）








動（すなわち， ? ）の鉛直分布を図 の実線で示す．これらは以下の正弦波形で適合
化される
?＝ ? θ－ ? θ， ()




トルの角度（東向から半時計回り）， は実定数である．水平風変動 ?と ?は以下のよう
に表される
?＝ ( ＋?)， ()
および
?＝ ( ＋?)， ()
ここに と は水平波ベクトルに平行及び垂直な風の振幅， は鉛直波数， は高度，お
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図 左図 実線は観測された東西風，南北風，温度（ ′ ）の変動成分 破線はホドグラフ適























波長（λ?）， 地表に対する周期（τ）， 固有周期（τ）， 波数ベクトルに平
行方向の水平風振幅（ ）， 波数ベクトルに垂直方向の水平風振幅（ ）， ()
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図 に，圧力高度 におけるジオポテンシャル高度の水平分布（等高線），および
温位高度 におけるポテンシャル渦位（ ）の水平分布（カラー），それぞれの時間変
化を示す．示された期間は 年 月 日~ 月 日の間で， 同化データに基づ
く（ ）．これらの圧力高度と温位高度は，おおよそ高度







図 は，気象庁客観解析データを用いた後方流跡線解析で計算した， 年 月 日
に昭和基地上空 にあった空気塊（もしくはそれに含まれる ）の温度履
歴である．図 には ??も示してある． を含む空気塊の温度は，昭和基地上空に到達
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図 圧力高度 におけるジオポテンシャル高度の水平分布（等高線），および温位高度
におけるポテンシャル渦位（ ）の水平分布（カラー)，それぞれの時間変化を示す．示





経て少数（~ ??）の大粒子（~ μ ）が生成する． )下向きの位相速度は粒子の落
下速度より大きく，温度が ??より高くなると粒子は速やかに蒸発するため， の濃度
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